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令和５年度  第７回定例教育委員会  会議録 

 

１ と き   令和5年10月25日（水）14:00～14:20 

 

２ ところ   大垣市役所6階 教育委員会室 

 

３ 出席委員  細江敦教育長、堀哲也委員、沼口諭委員、松岡敦子委員 

 

４ 事務局   平松事務局長、鈴木庶務課長、佐藤庶務課長、小塩庶務課長、 

伊藤学校教育課長、山田教育総合研究所長、林社会教育スポーツ課長、

鈴木文化振興課長、髙橋学校給食センター所長、橋本図書館長、 

吉安庶務課主幹、中野庶務課主査 

 

５ 傍聴者   なし 

 

６ 議 題   なし 

 

報告事項  

１ 大垣市中学校部活動地域移行検討委員会の報告について 

２ 寄附採納について 

 

７ その他 

   報告事項2については、14時15分～14時20分に非公開にて開催した。 
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 開会 14:00 

発言者 発言内容 

細江  教育

長 

ただいまより、令和5年度第7回定例教育委員会を開催します。本日の

議事日程をご覧ください。議事日程に非公開で審議すべき案件が記載さ

れておりますが、このとおり扱うことにご異議ありませんか。 

＜異議なしの声＞ 

非公開については、このとおり扱うものといたします。 

 

それでははじめに、 

報告事項1「大垣市中学校部活動地域移行検討委員会の報告について」 

説明をお願いします。 

伊藤  学校

教育課長 

報告事項1「大垣市中学校部活動地域移行検討委員会の報告について」 

・中学校部活動地域移行の構想について 

 

構想案の中核となる基本的な考え方（案） 

基本理念は、「新たな地域クラブ活動は社会教育の一環として、学校

の部活動の教育的意義を継承・発展させるとともに、競技志向ではなく、

多志向で、競技や文化活動を通して、豊かに生きる資質・能力を育む場」

として提案し、委員の皆様からご意見をいただきました。 

 

主な発言は、「学校の部活動の教育的意義を継承・発展させる」とあ

るが、完全に学校から切り離すのではなく、今後も学校と地域とが連携

を図り、子ども達の生きる力を育むことが重要であるというご意見や、

特別な配慮が必要な子ども達もいることから、新たな地域クラブ活動で

も同様の配慮がなされ、一人も取り残さない活動といったＳＤＧｓの理

念なども含めて、実現できるように進めていくことが欠かせないという

ご意見、また、中学校と地域が協力して、新たな地域クラブ活動の体制

をつくるにあたっては、新しい仕組みをつくるくらいの覚悟が必要であ

るとのご意見をいただきました。 

本委員会でいただいたご意見は、構想案の中核となる基本的な考え方

に取り入れ、今後策定する構想案に反映して参ります。 

堀 委員 運営資金や活動資金が必要だと思いますが、市からの補助はあるので

しょうか。いざ構想案が決定した時に資金がないとなると、実現できな

いことになります。 
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発言者 発言内容 

伊藤  学校

教育課長 

検討しているところでございます。 

堀 委員 受益者負担もあると思いますが、配慮が必要な家庭もあると思います。

家庭の事情で部活動に参加する機会を失ってしまうことがないような配

慮をお願いしたいと思います。 

細江  教育

長 

先行して実施ができる部活から実証的に実施しながら、実際にどう動

かしていくことが必要かを模索していくことになると思います。 

人件費や運営費等予算につきましては、文部科学省が、49億円概算要

求しておりますが、各県、各市町、各学校となりますと、実際にいくら

になるのかという話になります。 

堀 委員 多分、全然足らないですね。 

細江  教育

長 

そうなった時にどこが負担するのか、先行事例の中では、クラウドフ

ァンディングをしたり、企業版のふるさと納税を活用したりなどがあり

ますが、それは一部であって全部がそのようにはいきません。受益者負

担も含めて研究しながら進めていくことになります。運動や文化活動を

やりたいという気持ちが萎えてしまわないように、子ども達の気持ちを

大事にしながら慎重に進めて参りたいと思います。 

松岡 委員 アンケートは実施されてますが、子ども達から意見を聞く機会はあり

ますか。 

伊藤  学校

教育課長 

聞く予定です。 

松岡 委員 それは、代表生徒だけではなく、参加している子ども達全員から意見

を聞く機会があるということでしょうか。 

伊藤  学校

教育課長 

全員ではなく、代表になると思います。 

松岡 委員 代表だけではなく、部員として参加している子ども達の意見も聞いて

いかないと偏りが出てしまうと思います。全員の意見を取り入れるのは

難しいですが、本当にみんなが望んでいることを確認することも必要だ

と思います。 

自分たちの部活がどうなっていくのか心配している子ども達もいま

す。現在少年団に所属している子が、地域移行が始まるから部活には入

らず、試合には出られないという声も聞きます。今の移行段階の子ども

達のケアもお願いします。 
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発言者 発言内容 

細江  教育

長 

基本構想が出来た時点で、多くの方から意見を求める機会があると思

います。ただ、部活動の地域移行は国の方針ですので、今までの部活動

の方が良いと言われても進めていかなければならない状況です。 

子ども達にとって、例えば今までは小規模校であったため、このスポ

ーツがやりたかったができなかった、でも地域移行することで様々な機

会が増えるというようなプラスの方向になる部分が生まれてくるような

地域移行だと良いと思います。 

今、競技団体の方々とのワークショップを終え、それを取りまとめて

おります。 

細江  教育

長 

ご意見、ご質問はよろしいでしょうか。 

それでは、次に非公開の報告事項に入ります。 

 

報告事項2「寄附採納について」説明をお願いします。 

鈴木  庶務

課長 

報告事項2「寄附採納について」 

＜別紙資料にて説明＞ 

細江  教育

長 

ご意見、ご質問はよろしいでしょうか。 

 

このほか、全体を通じて何かございましたら、ご発言をお願いいたし

ます。 

細江  教育

長 

特にご発言もないようですので、これをもちまして、本日の定例教育

委員会を閉会させていただきます。 

小塩  庶務

課長 

＜次回開催＞ 

と き 令和5年11月29日（水）13:15～ 

ところ 大垣市立中川小学校 2階会議室 

閉会 14:20 

 

 


